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小谷　 ベリンジアからみた新大陸文化起源の諸問題

ベ リンジアか らみた新大陸文化起源の諸問題

小 谷 凱 宣＊

Problems of New World cultural origins as seen from Beringia

Yoshinobu KOTANI

   This paper reviews recent developments of studies on pre-
historic cultures and paleoecological conditions in Beringia, 
formerly exposed land mass in the Bering Strait region during the 
Late Wisconsin period. Noteworthy is the implication that the 
vast expanses of the Circumpolar region were mainly steppe-
tundra,  providing favorable conditions for  large mammals and, 
eventually, for man, and only locally covered by glaciers on high 
mountains and by boreal forest along major river systems. 

   The Paleoindian tradition, which is widely distributed from 
the Greater Southwest and Plains to the Eastern Woodlands, 
has been regarded as the oldest cultural manifestation in the 
New World. The American Paleoarctic tradition, radiocarbon 
dated from  ca. 11,500 to 8000 B.P. and regarded as the earliest 
in Beringia, chronologically parallels the former and is represent-
ed by two internally heterogeneous groups of sites in Alaska. 

   Cultural materials recently reported from the Meadowcroft 
Rock-shelter and other sites in the Americas are radiocarbon dated 
from ca. 20,000 to 14,000 B.P. and characterized by blade and 

point manufacturing techniques as well as unifacial flaking. 
The presence of  these techniques temporally prior to both the 
Paleoindian and American Paleoarctic traditions indicates some 
cultural relations with the Upper Paleolithic culture in Eastern 
Siberia and is suggestive of the cultural basis from which these 
two traditions developed locally in North America. In the light 
of these new data, it is necessary to reconsider the traditional 
view that the Paleoindian tradition is the oldest in the New World.
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１．はじめに

Ｈ．ベリンジァの古環境

１・　渡来経路の問題

２．　約２０，０００年前以降の自然環境

　　（１）　ウィスコンシン氷河期最寒期

　　（２）　ウィスコンシン氷河期最末期

　　（３）　沖積世初頭

皿． 「先パレオ ・インディァン文化」

１＞．パ レオ極北文化

Ｖ．まとめ

１． は じ め に

筆 者 は，かつて，ア ラスカを中心 とす るベ リンジア （べ 一 リング海峡付近 に，洪積

世の氷河期に存在 して いた陸橋 とその周辺の陸地 の こと） の最古 の人類文化 とその 自

然環境条件 を概観 し，約１１，５００年前 か ら９０００～８０００年前 のア ラスカの先史文化 （パ レ

オ極北文化 とい う） と，南 方の同時代 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文化 （ヤーノ文化 とも

い う） とのあいだ に，か なりの形態的相違が あることを例証す るとともに， その相違

につ いての説 明は将来 の課題 と しての こることを 指摘 した ［小谷 １９７４，１９７６］。 最

近， Ｄ．Ｅ．デュモ ンも，新 しい考古 学的資料 にもとづ き， その相違の ことを論 じて い

る ［ＤｕＭｏＮＤ １９８０］。また， ウェス ト［Ｗ ｅｓｔ ｌ９８１］，ラフ リン ［ＬＡｕＧＨＬＩＮ １９８０：

ｃｈａｐ．６；ＬＡｕＧＨＬＩＮａｎｄＷ ｏＬＦ１９７９］もこの問題 に触 れている。

新大陸の最古 の文化を表わす文化の発展段階 と して， ウィリーとフィ リップスは打

製石器製作技法による非定型の石 核石器 や剥片石 器 に特徴づ け られ る先史文化 の存在

の可能 性を論 じた ことがあ る ［Ｗ ＩＬＬＥＹａｎｄ ＰＨＩＬＬＩＰｓ １９５８：８２－８６］。 しか し， 彼

らは文化 の歴史的発展段階説の石器段階 の一部 に， これを加 えてはいない。つ いで，

年代的 に古 いと考 え られてい る石 器 および獣 骨類 を総 括 して， Ａ．Ｌ．ク リーガーは

「先尖頭器文化伝統」 の存在を提唱 した ［ＫＲＩＥＧＥＲ ｌ９６４］。 これ に対 して， 多 くの

研究者 は，地質学 的位 置付 けが不明確であること，共伴する動物相が明確でない こと，

独立 した年代測定 が不十分で あることなどを理由 に， この仮説 に否定的立場を取 って

いる ［ＨＡＹＮＥｓ ｌ９６４，１９６７］。

現在，新大陸最古 の先史文化 とみなされ，大多数 の研究者 が支持 して いるのはパ レ

ォ ・イ ンデ ィア ン文 化である。 この文化は北米 の大平原 ，南西部を 中心 に広 く分布 し

てお り， クローヴィス文化， フォルサム文化などの名称で よばれて いる。 この文化 は

次の特徴を もつ ［ＨＡＹＮＥｓ １９６４，１９６７；Ｍ ＡＲＴＩＮ １９７３；Ｍ ｏｓｌＭＡＮＮａｎｄＭ ＡＲＴｉＮ

ｌ９７５；Ｗ ｏｒｍｉｎｇｔｏｎ １９５７；Ｗ ＩＬＬＥＹ ｝９６６：ｃｈ．２］。

（ａ） 文化要素 は 打製石器 が主体 で， その石器 は樋状剥離痕や 平行剥離痕を もつ尖
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頭器 （ポイン ト） に代表 され る。 これ らの剥離痕 は押圧剥離技法 によりつ くられてい

る。

　 （ｂ） 地質年代の うえでは， ウィス コンシン氷河期の最終段階 （上部洪積世末）か ら

沖積世初頭 に位置づけ られる。

　 （ｃ） 共伴す る出土遺物 に，現在 は絶滅 して しま っているか，遺跡周辺の地域 には生

存 していない，大型哺乳動物の骨を ともな う。 これ らの大型獣 がパ レオ ・イ ンデ ィア

ン文化の担 い手の狩猟 の対象であ った と考 え られてい る。

　 （ｄ） 放射性炭素年代 測定によると， いまか ら約１２，０００年前か ら９０００～８０００年前 に

年代づ け られ る。

　パ レオ ・インデ ィア ン文化の尖頭器 （ポイ ント） は，最初 の発見 ・発掘 の地域 や遺

跡 の名称，技法上の特徴 に もとついてフォルサム ・ポイ ン ト， クローヴ ィス ・ポイ ン

ト， プ レイ ンヴ ュー ・ポイ ン ト， 平行剥離ポイ ン トな どと よば れ て い る ［ＷＩＬＬＥＹ

１９６６：２６－７７】。 これ らに共通す る特徴 は，細長い剥片 （多 くのばあい石刃）に両面加

工が施 こされていることで ある。その加工法 は，いわゆる押圧剥離技法 で，微細 な剥

離 を施 こす技法である。 この押圧剥離法 による剥離痕 の形態的相違 にもとづき，樋状

剥離痕 あるいは平行剥離痕 と呼んでいる。

　パ レオ ・インディア ン文化の尖 頭器 は，石刃技法に もとつ くといえ る。石刃技法 と

は，少量の石 材 （石核）か ら細長 い， ほぼ平行 な縁辺を もつ石片 （剥片）を間接打法 や

押圧剥離法に より大量 につ くりだす，一連 の石器製作技法 のことを いう。 この技法 に

よ り製作 された剥片 （石刃）が二次的 に加工 されて，ビュラ ン，スクレイバ ーなどの各

種 の石器 に加工 される ことにな る。 この石器製作技法 は，旧大陸の後期旧石器文化 の

主要特徴であ る。その起源地 は，東 ヨーロッパの平原地方 といわれている ［ＭｔｉＬＬＥＲ－

ＢＥＣＫ　　１９６８，１９６７］。

　 この石刃技法 の発展 が，後期旧石器 文化時代 にお ける寒地への ヒ トの居住空間 の拡

大に深 く関わ りあ っていたことは， この時期 の遺 跡が， 中期旧石器時代までに遺跡 が

認 め られなか った寒冷地域 において急 増する現 象か ら推測 できる。つま り， ヒ トは後

期 旧石器時代 に本格的 に寒地 に進出を し始 め，樹木 の とぼ しいッン ドラ地帯 を も居住

空間 としたのであ る。 この進 出の始 ま りは地質年代 では 最後の 氷 河 期 （ヴュルム氷

河期， ウィス コンシン氷河期）の前期か ら後期の ことで，放射性炭素年代 では，今か

ら約４０，０００年 か ら３０，０００年前以降の ことで あっｔｃ。

　現在 まで にベ リンジアで確認 されてい るパ レオ極北文化 も， のちに触れ るよ うに，

石 刃技法 に特徴づ けられている。 しか し， このパ レオ極北文化 の遺跡 は，大別 して，
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二群 に分 けられ る。第一 の遺跡群 か らは，大型石刃 とそれを加工 した石器が出土 して

いる。 これ に対 し第二 の遺跡群か らは大型石刃 とと もに，細石刃 および細石 核，両 面

加工を施 した尖頭器 （ポイ ント） も出土 している。 この両遺 跡群 は，放射性炭素年代

測定 によ り， ともに約１１，５００年前か ら９０００～８０００年前 に年代 づけ られて いる。大平原

・南西部地方でパ レオ ・イ ンデ ィア ン文 化が発展 した のとほぽ同 じ時期 に，ベ リンジ

アには文化内容の若干異 なるパ レオ極北文化が存在 して いた ことになる。

　 アラスカとカナダ北西部 では， １９７０年代 に 重要な調査計画が 実施 された。 まず，

ユ９７０年 に開始 されたア ラスカを南北 に縦 断するパ イプ ライン敷設工事 に伴 なう事前の

遺跡分布調査 ［ＣＡＭＰＢＥＬＬ　ｌ９７３］ と発掘調査 ［ＣｏｏＫ （ｃｄ．）　 １９７１，１９７７］で ある。

この一連 の調査 は，ア ラスカを縦断す る試掘溝 を設定 したの と同 じ意 味を もって いた

［小谷　１９７７］。次 に，カナダのユーコン準州 のオール ド・クロウ盆地 でカナダ 国立博

物館 と トロ ント大学の研究 者による大規模な調査 が実施 された。 これ らは１９６０年代 に

オール ド ・クロウ河畔で採取 された古 い骨器 ［ＩＲｖｌＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　Ｉ９７３］の発

見が発端 にな った ものであ る。調査 の結果 ，ベ リンジアの古環境 と人類 のベ リンジァ

への進出に深 い関わ りが毒 る資料が得 られた ［ＢｏＮＮＩｃＨｓＥＮ　１９７９；Ｍ ｏＲＬＡＮ　 １９８０；

ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　ｌ９８１；ＩＲｖＩＮＧ　ｌ　９７８］。 また，古環境 についての総合

の試みが お こなわれたの も この 時 期 で あ る ［ＨｏｐＫＩＮｓ　 １９７２，１９７９；ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ

ｌ９８１］。 さらに， 北米東部のペ ンシルバ ニア州 で は，人類 の新大陸への進 出に直接関

連す る資料 を提 出す る重要な調査 が実施 されて いる ［ＡＤｏｖＡｓｌｏ　ｅｔ　ａｌ． １９７７，１９７８ａ，

１９７８ｂ，１９８０，１９８２］。 これ らの新事実に照 らして，約１０年前 の知見 に触れた筆者 の旧

稿 ［小谷　 １９７４，１９７６］は修正の必要 があ り， また，筆 者 自身 の考えかた も若干変化

した。

　 これ らのことを考慮 して，筆 者は次の二つ の作業仮説 に従 って，現 段階 におけるベ

リンジアへの ヒ トの進 出につ いての研究 の現状 を考察 したい。その第一の作業仮説 はジ

従来 まで新大陸最古 と考 え られて きたパ レオ ・イ ンデ ィア ン文化 の特徴であ る樋状剥

離痕を もつ尖頭器は旧大陸 に由来す る文化要素で あ り，ベ リンジアを経由 して新大陸

に もた らされた とす る考 え方であ る。 この考 え方 に従 うと，パ レオ ・インデ ィア ン文

化 とほぼ同質，同時期の先史文化がベ リンジアに も存在 していたはずで，その先史 時

代 文化 は今 のところ未発見 であるということになる。第二の作業仮説 は，新大陸への

人類の渡来 は， これ まで研究者 が考えていたのよ りも，更 に古 い時期 にお こった こと

で，パ レオ ・インデ ィア ン文化 もパ レオ極北文 化 も， その古い時期 の先史文化か ら独

自の発 展を遂 げたもので あろ うとす る考え方であ る。 この考え方に従 うと，パ レオ極
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北文化もパレオ ・インディアン文化 も，後に地域的発展を遂げた先史文化ということ

になる。

　このような視点を もって，人類の新大陸への渡来経路，氷河の消長にともなう陸橋

・回廊の存否，動植物相と気候変化などの古環境条件，北米や中南米において最古 と

みなされている先史文化の特徴，アラスカとカナダ北西部のパレオ極北文化の研究の

現状を概観 し，ベリンジアの先史学的知見にもとついて人類の新大陸への渡来のもつ

諸問題を検討したい。

皿． ベ リンジ アの 古環 境

１． 渡来経 路 の問題

　ベ ー リング海峡地域 （ベ リンジア）が人類の新大陸へ の渡来経路であ ったという見

解 は古 くか ら主張 され， ほぼ すべての 研究者の 意見 の一致をみて いる ［Ｗｉｌｌｅｙ　ａｎｄ

Ｓａｂｌｏｆｆ　ｌ９８０，　Ｃｈａｐ．　ＩＩ］。 その根拠 として は，原住民 の形質人類学的特徴 の類似，

言語学的特徴の類似，文化要素 の類似 などがあげ られてきた。 また，最近 の考古学的

研究の発展によ り，ユ ーラシア大陸北東 部 とベ リンジアとの間 に，先史文化 の類似が

認 め られ， この見解 の妥当性を より強固 にしている ［ＡＮＤＥＲＳＯＮ　１９８０］。

　ベ リンジアが新大陸への人類 の渡来経路であれば，ベ リンジアに新大陸人類 の最古

の居住の痕 跡が残存 してい ると考 え られ，それに もとつ いて渡来の経路 も具体的 に復

原で きるはずである。当時の考古学的知見に もとついて，チャー ド［Ｃｈａｒｄ　１９６３］は，

ベ リンジア内の人類の渡来経路 として，次の二つ のル ー トを想定 した。第一 は，現 在

のチ ュクチ半島の北極海沿 いにべ一 リング陸橋の北部 をとおり，ア ラスカのブル ック

ス山脈北麓をふ くむ北極海 沿岸 を通過 して，マ ッケ ンジー川河 口付近 か らロ ッキ ー山

脈東麓を南下す るルー トであ る。第二 はベー リング海峡付近か らユーコ ン川流域 には

い り，上流域 に達 してか らロッキー山脈東 麓にでるル ー トであ る。 この第二のル ー ト

には二つの可能性 がかんがえ られ る。一つ は，ユーコ ン川本流域を さかのぼる もので，

現在のユーコ ン ・タナ ナ高地 の北方を通 り，ポキュパ イン川，オール ド ・クロウ盆地

にいた る。 もう一つ は，ユーコ ン川の支流のタナナ川を さかのぽ り， ユーコン ・タナ

ナ高地の南方 をとおるものであ る。 さ らに，最近，第三 のルー トの可能性 と して，ベ ー

リング海峡地域 か ら南東 に進み， アラスカ南海岸 か ら北西海岸地域 へ南下す るル ー ト

が考慮 されている。 このルー トは，古 くか ら，最後 の氷河期 （ウィス コンシン氷河期）

にコルデ ィエラ氷床 に広 く覆われていたと考 え られてお り ［ＰＥｗＥ　１９７５；ＣＯＵＬＴＥＲ
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ｅｔ　ａｌ． １９６５］， しか も現 在の海岸地形が急峻なため ［ＢＲＹＡＮ　ｌ　９６９］， ヒ トの南 下経

路に は不適 当とみなされて きた。 この見解 は洪積世末 の氷河形成につ いて の知見 に基

づ くとはいえ， この地域の海 底地形 は今の ところ明 らかにされてお らず， ウィス コン

シ ン氷 河期 の海水準低下現 象の もとで， どの ような旧地形で あったかは不 明で ある。

また現 在は急峻 な海岸地 形 に特徴 づけ られ るものの， ヒ トの居住に適 した平坦地 も分

布 してい る。 これ らのことを基 礎において，ア ラスカ南海岸か ら北西海岸地域 にいた

るルー トを，南下経路 の一つの可能性 として考 慮すべ きであるとの主張がなされて い

る ［ＦＬＡＤＭＡＲＫ　１９７８，１９７９］。 この主張の背後 には，オース トラ リアへの人類の渡来

が何 らかの海 上交通手段 によってお こなわれた こと ［ＪＯＨＮＳＯＮ　ｌ　９７０］があ ることは

い うまで もない。同時にマ ンモ スな どの獣骨 が最近ス シッナ川流域で発 見 され， これ

に もとつ いて ウィス コンシン氷河期 に大型哺乳動物や人類がアラスカ山脈以南 に も居

住 して いたので はないか とす る ソー ソンら ［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｌ． １９８１］の 主張 にも関連

を もつ ことはいうまで もない。

２． 約２０，０００年 前以 降の 自然環境

　 ウィスコ ンシ ン氷河期最寒期 （約２０，０００年前）以降 のベ リンジアの古環境条件 につ

いては， ペイウェイ ［ＰＥｗＥ　 ｌ９７５］，ホプキ ンス ［ＨｏｐＫＩＮｓ　 １９６８，１９７２，１９７９］，ブ

ッツァー ［ＢｕＴｚＥＲ　 １９７１］，　 フ リン ト ［ＦＬＩＮＴ　 ｌ９７１］，　 エイジャー ［ＡＧＥＲ　 ｌ９７５］，

シュウェーガー ［ＳｃＨｗＥＧＥＲ　ｌ９７６］，コ リンヴ ォー ［ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　ｌ９６４，１９６７，１９８１］

らにより詳細 に論 じられて いる。後に触 れるカナダのユーコ ン準州 オール ド・クロウ

盆地や北米東北部 の最近 の考古学的知見 などを考慮 して，確実 にヒ トの所産 とみな し

うる最古の石 器群 は約２０，０００年前以 降と筆者 は考えてい る。そのため， ここで はウィ

スコ ンシ ン氷 河期末期 （２０，０００年前以 降） か ら沖積世初頭だけを取扱 いた い。そ して，

この時期を， ウィス コンシン氷河期の （１）最寒期 （約２０，０００年前～１４，０００年前），（２）最

末 期 （約１４，０００年前～ １０，０００年前）， および （３）沖積世初頭 （約１０，０００年前以 降） に分

けて，氷河の消長 と陸橋 ・回廊の存 否， 動植物相，気候 変化などにつ いて触 れ ること

にする。

　　　（１）　 ウ ィス ユ ン シ ン氷 河 期 最 寒 期

　 新大陸 における最後 の氷河期 ウィス コンシン氷河期 は，ふつ う前 期 （約８０，０００年前

～ 約３０，０００年前） と後期 （約３０，０００年前～約１０，０００年前） に分 け られ る１）。 上 に触 れ

１）新大陸の氷河期の諸問題については，［ＷＲＩＧＨＴ　ａｎｄ　ＦＲＥＹ（ｅｄｓ・） １９６５］，［ＦＬＩＮＴ　１９７１］およ

　 び ［ＢｕｒＺＥＲ　１９７１］を参照のこと。
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たよ うに，新大陸への人類の渡来 はいまのところ約２０，０００年 前 と筆者 は考えて いるので，

ここでは後期のみを取扱 う。

　（ａ） 氷河の消 長 と陸橋 ・回廊 の問題

　 ここで氷河の消長 というのは，主 として， ウィスコンシン氷 河期後期 に拡大，縮小

を繰 り返 した氷河の動 きの ことをいう。氷 河は大量 の水分を陸上 に固定す る機能を も

ち，氷 河の生長 に必要な水分 は，雪 ・雨の形で供給 され， その供給源 は海 である。 し

たが って氷河 が生長す ると，必然的 に海水量が減少 し，結果 と して海 水面 が低下す る。

　 さて， ウィスコ ンシン氷河期後期 に，世界 的に氷河が最 も発達 したのは， いまか ら

約２０，０００年前 で， この時期をウィスコンシン氷 河期最寒期 （旧大陸で はヴュル ム氷河

期最寒期） と呼んで いる。 北半球で はスカ ンジナ ビア半島， 西 シベ リア， ロッキー

山脈北部，ハ ドソ ン湾，グ リー ンラ ンドにそれぞれ中心 を もつ大規模な氷床 が発達 し

［ＦＬＩＮＴ　ｌ　９７１：４６３－４９７１， と くに， ハ ドソン湾 に中心 を もつ ローレンシア氷 床 とグ

リーンラン ド氷床 とは融合 し，現在 の北米五大湖地 方， ニューイ ングラン ド地 方北部，

大平 原地 方のカナダ ・ア メ リカの国境付近以北 などの広大 な地域 は，厚 い大陸氷床 に

おおわれて いた。 この氷床の西端 は， ユーコ ン準州のマ ッケ ンジー河 口付近か らロッ

キー山脈東麓近 くにまで達 していた。一方， ロ ッキー山脈北部 に中心を もつ コルデ ィ

エラ氷床 は，カナダのブ リテ ィ ッシュ ・コロ ンビア州 か らユーコ ン準州南部 に達 して

お り， さ らに西方には， アラスカ山脈 とアラスカ半島へ伸 びていた。 そのため， ロー

レンシア氷床 とコルデ ィエラ氷床が， ロッキー山脈東麓で融合 していたか否かが，長

く問題 とされて きた。 これが 「回廊」の存 否の問題であ る。

　 コルデ ィエラ氷 床 とロー レンシア氷床 との間の回廊が存 在 しておれば， いいかえれ

ば両氷床 の末端が相互に離 れて いた ら，ベ リンジアの人類が南 下 し，北米 ・中南米各

地 に進出する経路 がつねに存在 して いた ことになる。 もし，回廊 が存在 せず， いいか

えれば両氷河 が融合 していたな らば，人類の南下 は融合の期間には妨げ られていた こ

とにな る。回廊存 否 については，賛否両論の論争 が続 けられたが，現在 では回廊が恒

常 的に存在 していた とする考えかたが有力 となった２）が， 周氷河現 象に支配 されて い

た と考 え られる回廊の古環境 につ いて は不明であ る。

　 この当時， アラスカのア ラスカ山脈以南 は広 く氷床 におおわれてお り，アラスカ半

島 も大部分が氷床下 にあ った と考 え られて いる。また， ブル ックス山脈 もかな りの広

が りを もつ氷 河におおわれていた と推 定 されている ［ＣＯＵＬＴＥＲ　ｅｔ　ａｔ， １９６５；ＰＥｗＥ

２）Ｃａｎａｄｉａｎ　Ｊ・ｕｍａｌ　・ｆ　Ａｎｔｈｒ・Ｐ・ｌｅｇ７　ｖｏｌ・１，　ｎｏ・１（１９７８）所載の諸論文を参照のこと。
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図 １　 ウィスコンシン氷期最寒期 （約２０，０００年前）のアラスカおよびパレオ極北

　　　文化の遺跡の分布 ［小谷　１９７６：２９３］　　　　　　　 、

氷河 ・氷床

森林

ス テ ップ ・ツ ン ドラ

べ一リング陸橋の推定海岸線

１ オ ー ル ド ・ク ロ ウ （Ｏｌｄ　Ｃｒｏｗ）　 　 　 　 　 　 　 　 ２　トレイル ・ク リー ク （Ｔｒａｉｌ　Ｃｒｅｅｋ）

３ ギ ャ ラガー ・フ リ ン ト （Ｇａｌｌａｇｈｅｒ　Ｆｌｉｎｔ　Ｓｔａｔｉｏｎ） ４ ア ナ ング ラ ・ブ レイ ド （Ａｎａｎｇｕｌａ　Ｂｌａｄｅ）

５　オニ オ ン ・ポー テ イ ジ （Ｏｎｉｏｎ　Ｐｏｒｔａｇｅ）　　　　 ６　ドラ イ ・ク リー ク （Ｄｒｙ　Ｃｒｅｅｋ）

７ ヴ ィ レ ッジ（ヒー リー湖 ）（Ｈｅａｌｙ　Ｌａｋｅ　Ｖｉｌｌａｇｅ）　 ８ ドゥナ リ ・ リッジ （Ｄｅｎａｌｉ　Ｒｉｄｇｅ）

９ プ トゥ （Ｐｕｔｕ） ．　 　 ’　 　 　 　 　 　 　 　 １０ ウガ シ ック ・ナ ロ ウ （Ｕｇａｓｈｉｋ　Ｎａｒｒｏｗ）
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１９７５］。 しか し， 現在のア ラスカの北極海沿岸やアラスカ内陸 のユー コン川流域 の低

地 には氷河 は存在せず，後 に触れ るように，ステ ップ状 ッ ンドラが広 が って いた。ベ

ー リング海峡付近 もステ ップ状 ッン ドラにおおわれた陸橋 （陸地） で
， シベ リア東部

とア ラスカとは陸続 きであ った。

　氷河 ・氷床の発 達につれて，海水準低下現象 がおこ り，大陸棚 上の浅 い海 は陸地化

す ることにな った。 ウィスコ ンシン氷 河期最寒期 には，す くな くと も １００ｍ か ら １２０

ｍ の海水準低下 がお こり， 理論的 には，現海深 がす くな くとも １００　ｍ の海底 まで陸

化 していた ことにな る。 しか し，海水準低下の規 模につ いては，世界 的 には，一定 の

数字 は得 られて お らず， と くに，氷河や氷床の重量によ り低下 して いた陸塊 が氷河 ・

氷床 の消滅 のの ち隆起 した ことのわか って いる地域 では，現在の海 深か ら当時 の海水

面低下 の規模を推測す るのは困難で ある。

　 ベー リング海峡付近の水深 は，現在，約 ３８ｍ であ る。 それ以上の海 水準低下が お

こると，理論的 には，ベー リング海峡 は陸地 にな り， アラスカとシベ リアは陸続 きに

な る。 この陸地 が 「ベー リング陸橋」 とよばれ る。現在 の水深か ら推測 して，最寒期

のベー リング海峡付近 は，南 は北緯５４度付近のプ リビロフ諸島 とアナデ ィール湾南端

を結ぶ線 か ら，北 はチ ュクチ海 のランゲル島付近まで陸地 であ った とされている。 そ

の幅 は，最 も狭 いところで も約 ６００ｋｍ にお よんでいた。

　 ウィスコ ンシ ン氷河期の最寒期 に海水準 は少 くとも約 １００ｍ は低下 していた。最寒

期をす ぎると氷河 ・氷床 は後退 し始 め， それ につれ，海水面 は徐 々に上昇 した と考 え

られ る。 いまか ら約１４，０００年前には，海水準 は現 在よ りも約６０ｍ低 い水準まで回復 し

たとされてい る。

　 最寒期か ら約１４，０００年前 までのベ リンジアは，陸地や陸橋 が次第 に狭 くな りつつ あ

り，陸地 の水没現象 が起 って いた といえる。 しか し，海峡付近には，依然 と してベー

リング陸橋 は存 在 してお り， シベ リア （旧大陸） とア ラスカ （新大陸） は陸続 きであ

った。ベ リンジアの東方 に位置す るカナダ北部 はロー レンシア氷床 に広 くおおわれ，

ヒ トの東 方への移動 の障害 にな っていた。ア ラスカ南 部に もコルデ ィエラ氷床 が伸 び

ていたと考 え られ るが，上 にも触 れたように，最近 にな って大型哺乳動物の獣 骨がア

ラスカ山脈の南 方で発見 されてお り， この地域 の古環境の再 検討 が必要 にな って きた

［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｌ．　 １９８１］。

　 これ らの ことか ら， この時期 には，人類 はシベ リア （旧大陸） とア ラスカ （新大陸）

の間を自由に往来で き，後 に触れ るように，両地域 の動植物などは同質で あった と考

え られるので，移動 にともな って生業活動を変化させ る必要 は存 在 しなか った。
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　 （ｂ） 動 植 物 の 分 布

　植物分布の変遷を詳細 に理解す るために必要 な花粉分析学 的調査 は，広大なベ リン

ジア地域 のなかで は，限 られた地点で しか実施 されて いない。た とえば，南 西アラス

カにおけるコ リンヴォーの研究 ［ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　ｌ９６４，１９６７，１９８１］， 北西ア ラスカに

おける シュウェーガーの研究 ［ＳＣＨＷＥＧＥＲ　ｌ９７６］， ア ラスカ内陸 タナナ川流域 にお

けるエイジャーの調査 ［ＡＧＥＲ　１９７５］などであ る。

　 エイジャーのア ラスカ内陸部 における湖底堆積土の花粉分析 の結果 によると， アラ

スカ内陸部で は約１６～１７，０００年前 までおよぷ花粉 スペ ク トラムが得 られ，それに もと

づき ４花粉帯が確立 されて いる。最古の花粉帯 １は，今か ら１４，０００年以前 に対比 され

［ＡＧＥＲ　ｌ　９７５：ｉｉ　ａｎｄ　８３］， 高率 のイネ科植物 と ヨモギ属の植物 の花粉，および低率

のスゲやヤナギの花粉 に特徴づ け られ る。 トウヒ，カバ ，ハ ンノキな どの北方系 の樹

木の花粉 はご く少ない。 このことは，ア ラスカ内陸部 はステ ップ状の ヅン ドラで あ っ

た ことを示す。 このステ ップ状 ッン ドラは， ユーコン河 口付近 の低地帯に も広 が って

お り， ベー リング陸橋の 大部分を おお っていた ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７２，１９７９；ＦＲＥＮｚＥＬ

１９６８；，ＣｏＬＩＮｖＡｕｘ　１９６４，１９６７，１９８１］。 一方， 北方針葉樹林 はユー ラシアの北部

に細長 く， 断続 的に存在す るだ けで， その北方 には ツ ンドラと局地 的に氷 河が広 が

っていたと考 え られる。 この時期に北方針葉樹林帯の分布域 が極 めて 狭 か った こ と

［ＨｏＰＫＩＮｓ　 Ｉ９７９］ は， ヒ トの寒地への進出の問題 を考え るときに重 要 な意 味 を も

つ ◎

　 この時期の気候 は，現在 よりも，年平均気温が数度 は低 か った と推測 される。 そ し

て，ベ ー リング陸橋 の存在 によ り大陸性気候 の特徴が より顕 著になり，比較的短 く暑

い夏 と長 く厳 しい冬 に特徴 づけ られていた と考 え られて いる ［ＡＧＥＲ　ｌ９７５］。

　ステ ップ ・ツ ンドラの環境 にはイネ科や ヨモギ属の植物 がおお く，哺乳 動物 の生息

には適 していた と推測 され る。 この時期 に草食性哺乳 動物 が豊富 に生息 していたこと

は， 古生物学的資料 により示されている ［ＧｕＴＨＲＩＥ　 ｌ９６８ａ，１９６８ｂ；ＰＥｗＥ　 ｌ９７５：

８８－１０３；ＨｏｐＫＩＮｓ　 ｌ９７９］。第 １表は，現在 までに確認 されて いる，ウ ィスコンシン

氷河期後期にベ リンジァ地域に生息 していた主要な哺乳動物 を示す。 これ らの哺乳動

物の主な食性 をみると，草食性 大型動物 が圧倒的 に多い ことが注 目される。ガ ス リー

［ＧＵＴＨＲＩＥ　Ｉ９６８ａ］は， これ らの大型動物 のうちバ イソン， ウマ，マ ンモスがア ラス

カ内陸部の哺乳動物相の大部分を 占めていたと解釈 している。 しか し， これ らの資料

は鉱 山の採掘活動 などの過程で得 られた ものが多 く，絶対年代の点 に問題が残 る。
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　　　　表 １　 ウィスコンシン氷河期にベリンジァに生息していた主要な哺乳動物 と

　　　　　　　 その食性および現在の生息状況

名 称 と 学 名 陣 況 １食 性
コ ヨ ー テ 　 　 Ｃａｎｉｓ　ｌａｔｒａｎｓ

ラ イ オ ン の 一 種 　 　 Ｐα磁 θ７α 碑 ｏκ

ジ リス 　 　Ｃｉｔｅｌｌｕｓ　ｕｎｄｕｌａｔｕｓ

トナ カ イ 　 　 Ｒαπ９⑳ ｒ∫α７αηぬ ５

レ ミ ン グ 　 　Ｌｅｍｍｕｓ　ｓｉｂｉｒｉｃｕｓ

ア カ キ ツ ネ 　 　 殉 砂雛 膨 砂蹴

ウ マ 　 　ＥｇＵＵＳ　ｃａｂａｌｌＵＳ

ア ナ グ マ 　 　 Ｔａｘｉｄｅａ　ｔａｘｕｓ

サ イ ガ カ モ シ カ 　 　 ５α忽α物 θ∫

ヒ ツ ジ 　 　 Ｏｖｉｓ　ｄａｌｌｉ

ホ ッキ ョ ク ギ ツ ネ 　 　ＡｌｏＰｅｘ　ｌａｇｏＰＵＳ

ツ ン ド ラ ウ サ ギ 　 　ＬｅＰｕｓ　ｏｔｈｕｓ

ヤ マ ネ コ　 　 Ｌ２ｎｘ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　Ｂｏｏｔｈｅｒｉｔｔｍ　ｎｉｖｉｃｏｌｅｎｓ

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　の 励 ｏ∫６α〃妙 ｏη５

ジ ヤ コ ウ ウ シ 　 　Ｏｖｉｂｏｓ　ｍｏｓｃｈａｔｕｓ

バ イ ソ ン （絶 滅 種 ）　 Ｂｉｓｏｎ　Ｐｒｉｓｃｕｓ

オ オ ナ マ ケ モ ノ　 　 Ｍ ｅｇａｌｏｎ！ｘ　ｓｐ．

ビ ー バ ー 　 　 Ｃａｓｔｏｒ　ｓｐ．

ム ー ス 　 　 Ａｌｃｅｓ　ａｌｃｅｓ

マ ン モ ス 　 　Ｍ ａｍｍｕｔｈＵＳ　Ｐｒｉｍ　ｉｇｅｎｉＵＳ

ク マ （絶 滅 種 ）　 』物 ぬ∫∫加 鰐

オ オ カ ミ　 　 Ｃａｎｉｓ　ｌｕＰｕｓ

グ ズ リ　 　 （；ｕｌｏ　ｇｕｌｏ

ヒ グ マ 　 　 Ｕｒｓｕｓ　ａｒｃｔｏｓ

オ オ シ カ 　 　 Ｃｅｒｖａｌｃｅｓ　ａｌａｓｋｅｎｓｉｓ

ヤ ク 　 　 Ｂｏｓ　ｂｕｎｎｅｌｌｉ

エ ル ク ジ カ 　 　 Ｃｅｒｖｕｓ　ｅｌａＰｈｔｔＳ

ラ ク ダ 　　　ＣａｍｅｌｏＰｓ　ｓｐ．

マ ス ト ド ン 　 　 Ｍ ａｍｍｕｔ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ

剣 歯 虎 　 　Ｈ ｏｍｏｔｈｅｒｉｕｍ　ｓｅｒｕｍ
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汎例 ：　 ×　現在は絶滅

　　　　＊　現在アラスカには生息しない

　　　　＋　現在もアラスカに生息

　　　　（［ＧｕＴＨＲＩＥ　ｌ　９６８ａ］および ［ＰＥｗＥ

Ｇ 草食性

Ｎ　禾本科以外の植物に依存

Ｃ　肉食性

１９７５＝９１－１０３］より作成）

　　（２）　 ウ ィス コ ン シ ン氷 河 期 最 末 期

（ａ） 氷河 ・氷床 の後退 と陸橋の消滅

ウィス コンシ ン氷河期の最寒期 の後，氷 河 ・氷床 は後退の一途をたど った。 それ に
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と もない，海水面 は上昇を続 けた。ホプキンス ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９］によると，約１３，０００

年前には， 海水準は現在 よ り約 ３８ｍ 低い ところまで回復 し，セ ント ・ロー レンス島

とシベ リアの間 には海峡 が成立 し始 めた。約１２，０００年前 ごろには海水準 はさ らに上昇

して，今 よ り約 ３０ｍ 低 いところ ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９］にな り， セ ント ・ロー レンス島

とア ラスカ本土 の間 は海峡 とな り， ラ ンゲル島 もチ ュクチ海 にあ らわれた と考 えて い

る。そ して，今か ら約１０，０００年前 には， 海水準 は上昇 して現在 よ りも約 ２０ｍ ほど低

いだ けにな り，ベ ー リング海峡 はほぼ現在 と同 じ姿 にな った。 しか し， コツェビュー

湾や ノー トン湾 は陸地 のままで あ り， ヌニバ ック島 もユー コン ・クスコキ ウム低地 の

一部であ ったとされ る。

　 この海水準上昇 にともない，両大陸 の間の陸橋 は，約１３，０００年前 に姿を消 し，両大

陸間の陸地 によるつ なが りは断 たれ た。その後，現在 にいた るまで， この地域 には陸

橋 は存在 しなか ったことはい うまで もない。一方，地上 の氷 河 ・氷床 も徐 々に後退 し，

ローレンシア氷床， コルデ ィエ ラ氷床 とも，その規模 が縮小 してきた。上に触 れたよ

うに，南方 への回廊 の幅 は時間の経過 とともに広 が ったと考 え られる。

　 （ｂ） 動 植 物 の 分 布

　 アラスカ内陸部 における花粉分析学的研究によると ［ＡＧＥＲ　ｌ９７５］， この時期をあ

らわす花粉帯 ２は，高率の繧小 なカバ類 の花粉 と減少傾 向にあるイネ科植物，スゲ属，

ヤナギ属な どの花粉 に特徴づ けられ る。 このことは， ステ ップ的環境 の縮小 を意味す

る。それ につれて，樹木性 の花粉 が増加 しは じめ，北 方系針葉樹林が進出 しは じめた

ことを示 してい る。 このステ ップの消滅と森林進出を示す花粉構 成の変化 は， ウィス

コ ンシン氷 河期 の最末期 に，気 候が比較的温暖かつ湿 潤になった ことを示唆 して いる。

　 この気候 変化 と植物分布の変化は， アラスカをは じめとす る北 極周辺 の動物の分布

に きわめて大 きな影響 を与 えた ことが予想 され る。それは， イネ科， スゲ属， ヤナギ

属などのステ ップ的環境 に生育 す る植物 が減少 し，そのため大型草食性 動物 が減少 し

た ことを意味す る。哺乳動物の個体群 を支 える食料の減少 は，当然の ことなが ら，哺

乳 動物 の種類 と個体数の構成 に大 きな影響 を与えた はずであ り， ヒ トの狩猟対象 に も

大 きな変化が もた らされ たはずであ る。 この時期 に比定されるア ラスカ内陸 の遺跡か

らは，断片的で はあ るが，獣骨資料が出土 して いる。た とえば， ドライ ・ク リーク遺

跡の第 ］１文化層か らは， ウマと絶滅 種バ イソンの骨や歯が出土 し，１０，６９０士２５０Ｂ・Ｐ・

（ＳＩ－１５１６）と ９３４０圭 １９５　Ｂ．　Ｐ・（ＳＩ－２３２９）に年代 づけ られ て い る ［ＴＨｏＲｓｏＮ　ａｎｄ

ＨＡＭＩＬＴｏＮ　ｌ９７７］。 ヒー リー湖 のヴ ィレッジ遺跡 の最下層 は，８２１０土 １５５　Ｂ・Ｐ・（ＳＩ一
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７３８）と １１，０９０士 １７０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１３４１）の年代 が与え られ，同定不能 の小型哺乳類の

骨 と鳥骨 の破片が多数出土 して いる ［ＣｏｏＫ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｌ９７３］。 最

近ア ラスカ内陸か らマ ンモスなどの大型動物 の資料 ［ＴＨＯＲＳＯＮ　ｅｔ　ａｔ・ １９８１］や バ イ

ソンの骨 も報告 されて いる ［Ｗ ＥＢＥＲ　６♂砿　 １９８１］。 しか し・これ ら⑱資料 は断片的で

あり， この時期 の動物相の変化 の復原 は今後の研究 を待たねばな らない。

　　 （３） 沖 積 世 初 頭

　（ａ） 氷河 ・氷床の後退 と海水面変化

　沖積世 （１０，０００年前以降）における氷河 ・氷床の後退は，約６～７０００年前のいわゆる

後氷期温暖期に至 るまで継続 し，コルディエラ，ローレンシア両氷床は後退 ・消滅 し

た。その後退につれ，カナダ北部とカナダ東部の北極海沿岸地域は初めて人類の居住

空間として利用できることになった。また，海水準 も上昇 しつづけ，約８０００年前に現

在と同 じ水準に達しお後，今から６０００～７０００年前の小海進期 （日本の縄文海進期に相

当）には，現在よりも数ｍ も高い海水準になった地域 もある。その後，海水面，氷河

はともに若干の変化をたどりながら，現在にいたっている。

　（ｂ） 動植物 の 分 布

　沖積世を表わす花粉帯は， ３Ａ と ３Ｂ に分けられている ［ＡＧＥＲ　１９７５］。花粉 帯

３Ａ は約１０，０００年前から約８４００年前までの期間を表わし， トウヒなどの樹木性花粉の

急増に特徴づけられる。このことは，北方系森林の進出を意味 しており，アラスカ内

部では，およそ９０００年前までに，針葉樹林が成立 していたことを示 している。

　花粉帯 ３Ｂ［ＡＧＥＲ　ｌ９７５］は，約８４００年前から現在までの期間に相当する。この花

粉帯の特徴は，ハ ンノキ属の植物の花粉の増加とトウヒの花粉の減少にもとめられる。

この変化は，沖積世初頭に，急速に侵入 してきた トウヒを中心とす る森林のなかに，

ハンノキ属の植物が進出してきたことを示し，沖積世における北方系森林の構成に変

化のおこったことを示 している。

　上に触れたドライ ・ク リーク遺跡の獣骨が示唆しているように，ウマや絶滅種のバ

イソンはこの時期の初頭まで生きのびていた。しかし，各種の哺乳動物がそれぞれ沖

積世のいつまで生存 しつづけたかは，各哺乳類についての知見が十分でなく，現在の

ところ不明である。ただし，花粉分析学的資料が示唆する北方系森林の進出とステ ッ

プ状ツンドラの消滅が，動物相の変化に大きな影響を与えたことは，第 １表か らも推

測 しうる。その影響は，草食性大型動物に大きくみられる。その結果，かつて生存 し
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ていた大型哺乳動物の多 くは地上から絶滅 して しまったか，アラスカには現存 しない

かのいずれかである３）。

皿． 「先 パ レオ ・インデ ィア ン文 化 」

　新大陸各地からは，パ レオ ・インディアン文化よりも年代的に古いとみなされる遺

跡 ・遺物が多数報告 されてきている。これらの資料にもとついて，押圧剥離技法によ

り製作された定型化した尖頭器に特徴づけられるパレオ ・インディアン文化以前に，

非定型の打製石器に特徴づけられる文化が存在していたのではないかとする 「先尖頭

器文化」の存在がクリーガーにより提唱されたことがある ［ＫＲＩＥＧＥＲ　ｌ９６４］。 しか

しながら，これ らの古いとみなされている遺物 ・遺跡は，打製石器は普遍的に存在す

る石器で文化の指標になりえないこと，地質年代的な位置付けが明確でないこと，動

物相が共伴 しないこと，放射性炭素年代の測定に問題があることなどの理由により，

論拠が不十分 といわざるをえず，その存在は否定 されるにいたっている。

　現在までに報告され， 「古い」と考えられている諸遺跡の うち， 地質学的な位置づ

けが明確であり，古環境との関連が明瞭であり， しかも，す くなくとも放射性炭素年

代測定により年代がわかっているという基本的条件を備えているのは，メドウクロフ

ト岩陰遺跡 （北米ペンシルバニア州）であろう。このほか，メキシコの トラバコヤ遺

跡，ペルーのギタレロ洞穴遺跡，ピキマチャイ洞穴遺跡などもあげられる。

　 （ａ）　 メ ドウクロフ ト岩陰遺跡

　 メ ドウク ロフ ト岩陰遺跡 は，アメ リカ合衆国東 部のペ ンシルバ ニア州南西部 に位置

する遺跡で，１９７３年以来， ピ ッッバ ーグ大学 のジェイムス ・Ｍ ・ア ドヴ ァシオ氏を中

心 に発掘調査 されてきた。遺跡の調査 には，考古 学者 だけでな く，地質学者や古環境条

件 の復原 に必要な関連諸分野 の研究者 が参加 し，総合調 査がおこなわれた ［ＡＤＯＶＡＳＩｏ

θ‘認 　１９７７，１９７８ａ，１９７８ｂ，１９８０］。本論 に関係があ るのは，第 皿ａ層 の出土遺物 と放

射性炭素年代であ る。

　第 Ｊａ層 の下部 は， 放射性炭素年代 測定によると， １９，６００土２４００Ｂ．　Ｐ，（ＳＩ－２０６０）

か ら １２，８００士８７０Ｂ．　Ｐ．（ＳＩ－２４８９）の聞に ６点 の年代 がえ られ，２ｘｏレオ ・インデ ィア

ン文 化よ りも古 いことを示す ［ＡＤｏｖＡｓｌｏ　ｅｔ　ａｔ． １９７８ｂ］。

３）新 大 陸 に お け る洪積 世 末 か ら沖 積 世 初 頭 の動 物相 の変 化 につ いて は， ［Ｍ ＡＲＴＩＮ　ａｎｄ　Ｗ ＲＩＧＨＴ

　 （ｅｄｓ．） １９６７］に 詳 し く論 じ られ て い る 。
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　 第 皿ａ層 出土の石器 は，１３個の石器 と ４００点余の剥片 か らなる。 石器 は石刃 （６点 ），

調製痕のあ る剥片 （１点），両面加工のナイフ型石器 （２点），小型 のグ レイバ ー （２

点），尖頭器 （１点） などがある。 剥片のなかには， 石器 に両面加工を施 し調製 を加

えるときにえ られ る小剥片 も報告 されて いる ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｅｔ　ａｔ． １９７８ｂ］。

　 出土 してい る石器 の数 は多 くないが，注 目され るのは石刃 と尖頭器 の存 在であ る。

石 刃 はパ レオ極北文化 にともな うよ うな大型石刃ではないが，剥片の長軸 と巾の比 が

２ ：１とい う石刃 の基本的要件を備 えて いる。石核 が出土 していないので石刃 の製作

技法 は不明であ るが，石 刃技法が援用 された と推定 で きる。一方，尖頭器 は両面 に細

かな調製 の痕跡 をのこ してお り， その形態 は不整三角形 ない し将棋駒 状の五角形 とい

うことがで きる。両面加工の痕跡は， この尖頭器だ けでな く，他 の石 刃や剥片 に も認

め られている。

　 さらに， メ ドウクロフ ト岩蔭遺跡の古環境 の研究によ り， ウィスコンシン氷河期最

寒期か ら末期 の遺跡周辺の 自然環境 は，現在 のそれ と大差がなか ったことが指 摘 され

てい る ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｅｔ　ａｌ． １９７８ｂ；ＡＤｏｖＡｓＩｏ　ｌ９８２］。

　 第 皿ａ層下部 の古 さにたい しては，若干 の疑問 が提 出されてい るが ［ＨＡＹＮＥｓ　 ｌ９８０］，

複数の放 射性炭素年代が層位的に矛盾 な く得 られてお り，古 さにつ いて は問題 はない

と調査者 は考 えて いる ［ＡＤｏｖＡｓＩｏ　８♂磁 　 １９８０］。

　 メ ドウク ロフ ト岩蔭遺跡か ら得 られた資料 は，ウ ィスコ ンシ ン氷河期最寒期 の ころ

に，すでに北米 に人類が生存 していた ことを示 してい る。そ して，北方に ロー レンシ

ア氷床 が発達 し， その厚 さが １０００ｍ を越 えて いた と想 定され るにもかかわ らず，現

在 と同 じような自然環境が存在 していたことを示 してい る。さ らに重要 なことは，パ

レオ ・イ ンデ ィア ン文化の尖頭器 を特徴づ ける石刃技法 と細か な押圧剥離技法， およ

び尖頭器が存在 していた ことは，時期的 に後 に発展す ることになるクローヴ ィス， フ

ォルサムなどの特殊 な形態の尖頭器 の製作技法がすでに この時期 に存在 していた こと

を示 している。

　 （ｂ）　 ピキマチ ャイ洞穴遺跡

　 ペルーのアヤクチ ョ地 方の考古学的，植物学的調 査が１９６０年代後半 に実施 され， そ

の調査結果 の概要 が発表 されている ［Ｍ ＡｃＮＥＩｓＨ　ｌ　９６９，１９７１；Ｍ ＡｃＮＥＩｓＨ，　ＮＥＬＫＥＮ－

ＴＥＲＮＥＲ　ａｎｄ　ＣｏｏＫ　ｌ　９７０］。 それによると， ピキマチ ャイ洞穴か ら，パ レオ ・イ ン

デ ィア ン文化 よりも古 い時期 に対比されるパ カイカサ文化 とアヤクチ ョ文化の存 在が

認 め られた。
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　パカ イカサ文化 は， １９，６００」＝３０００Ｂ．Ｐ．か ら １４，７００＝Ｌ１４００　Ｂ．Ｐ．の間 に位置づけ

られ るとい う。この文化の石器 は大型かつ粗雑 な作 りであ る ［Ｍ ＡｃＮＥＩＳＨ　 ｌ９７１］。主

な石器 として，サ イ ド・ス クレイパ ー，チ ョッパー， ク リーバー，鋸歯状石器な どが

報告 されてい る。 しか し，その石材 は，主 として火山性 の凝灰岩で，石器製作技法の

詳細 な観察をするには不適当な石 質である。それゆえ， ここで は，パ カイカサ文化は

考察 の対象か ら除外 したい。

　次 のアヤ クチ ョ文化 は， ピキマチ ャイ洞穴の第 ｈ １層 とｈ層か ら出土 し，１４，１５０士

１８０Ｂ．　Ｐ．に年代づ けられてい る。 出土遺物 には， チ ョッパ ー，スポーク シェイブな

どの礫器 もあ るが，大多数 は， ビュラン， グレイバー，サイ ド ・スクレイパ ー，鋸歯

状剥片，尖頭器な どの剥片石器か らな る。また，少数ではあるが，骨角器 も共伴 して

いる。 アヤクチ ョ文 化の地層か らは，オオナマケモ ノ，ウマ，剣歯虎， ピューマ， ス

カ ンク，絶滅種の シカ， マス トドンなど，遺跡周辺か ら姿 を消 しているか，絶滅 した

哺乳 動物 の骨 が出土 してい る。

　以 上のように，アヤ クチ ョ文化 は剥片石器 を主体 とす る石 器文 化であ り， その放 射

性炭素年代 は，今の ところ，北米 のパ レオ ・イ ンデ ィア ン文化の年代 よ りも少 し古 い

ことを示 している。 この文化 に石刃技法が認 め られないことは，あ るいは，石刃技法

以 前の一段 と古 い段階の人類 の渡来を示唆する ものか も しれないが ［ＲＯＵＳＥ　１９７６］，

この問題の解 明は将来の課題であ る。

　（ｃ）　 ギ タレロ洞穴遺跡

　ペルーのカ リェホン ・デ ・ワイ ラス地方で１９６８年 に発掘 されたギ タレロ遺 跡におい

て，ギ タレロ １コ ンプ レックス とギタ レｎ皿コンプ レックスが確認 された。放 射性炭

素年代測定 による と，ギ タレｍ皿コンプ レックス は，１０；５３５士２９０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１７７８），

１０，４７５±３００Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－１７８０）の年代 がえ られて いる。 一方， ギ タレロ １コンプ レ

ックスは， １２，５６０士３６０（ＧＸ－１８５９） と ９７９０±２４０（ＧＸ－１７７９）に年代づ けられて

いる。 後者 の年代 は， 調査者によると， 試料 の量が少 なす ぎ， 信頼で きない とい う

［ＬｙＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 ｌ９７０］。

　ギ タ レロ １コンプ レックスは， ５００点 を こす石器類か らな る。 石器 には，ス クレイ

パ ー， チ ョッパー，たたき石，石核，石刃状剥片，グ レイバー，両面加工のナ イフ，

ボー ラと考 え られ る礫 などがある。 このほか，有肩尖頭器 も出土 している。 この尖頭

器 は鋭利 な三角形の先端部 と柄 を もつ もので，製作技法な どは，木葉型尖頭器のそれ

に似 てい る。これ らの石器組成 は，マクニ ッシュのいうアヤ クチ ョ文化のそれ ［ＭＡＣ一
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ＮＥＩｓＨ　 ｌ９７０］によ く似てい る ［ＬＹＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 ｌ９７０］。

　 ギタ レロ皿コ ンプ レックスは，木葉型尖頭器，湾入 した基部を もつ三角形尖頭器，

有肩尖頭器，柳葉形尖頭器，骨製 のフレ ッシャー， 骨錐，木製の クイ，植物性繊維，

お よび紐類 をともなう。

　（ｄ）　 トラバ コヤ遺跡

　 トラバコヤ遺跡 は， メキ シコ高地 のメキ シコ盆地 の湖成層 中に発 見され，洪積世後

期 に対比される動植物資料が豊富 に出土 し，古 い時期の石器 が共伴す ることで知 られ

てい る ［ＭＩＲＡＭＢ肌 Ｌ　 ｌ９７８ユ。 トラノｘｏコヤ遺跡の １地 点のＡ トレンチか らは， 黒曜石

製剥片 （２点），加工 した骨片 （２点），火 山岩製剥片，石刃 が多数 出土 している。 ま

た，黒曜石製 の木葉型尖頭器 も出土 して いる。石 材 は， 安山岩が多 く，安山岩 の礫 が

原材料 として用 い られ たと考 え られて いる。Ａ トレンチ出土 の石器類 は，少 な くと も

今か ら約１５，０００年前の古 さと解釈 されて いる ［Ｍ ＩＲＡＭＢＥＬＬ　 ｌ９７８］。同地点 のＢ トレ

ンチか らは， 円盤状 のスクレイパ ーが発見 されてお り，約２２，０００年前 に年代 づけ られ

てい る ［Ｍ ＩＲＡＭＢＥＬＬ　 ｌ９７８］。

　一方， トラバ コヤ皿地点では ２３，１５０±９５０Ｂ．　Ｐ．（ＧＸ－・９５０）の年代がえ られている

層か ら，黒曜石 の石刃 が出土 してい る。

　 トラバ コヤ遺跡 は，古環境条件復原 のための資料 も豊富で，新大陸で最 も古 い放 射

性炭素年代 を伴 な う石器が 出土 してい る。 しか し， いままでのところ，概報 しか公 に

されてお らず，詳細 は不明で ある。

　以上の ような資料 にもとつ くとき，新大陸 の人類の祖先はクロー ヴィス，フ ォルサ

ム文化などのパ レオ ・イ ンデ ィア ン文化以前 にすで に新大陸に居住 して いた と理解 す

べ きであ ろう。そ して， ここで は，パ レオ ・イ ンデ ィア ン文化に先行す る先史 文化を

「先パ レオ ・イ ンデ ィア ン文化」 と仮 に呼んでおきたい。 この先パ レオ ・インデ ィア

ン文化の存在 は，今 まで一致 して受け入 れ られて きたパ レオ ・インデ ィア ン文 化を新

大陸最古の先史文化 とする見解 に修正の必要 がある ことを示 している。

ＩＶ． パ レオ極 北文 化

　ア ラスカお よびカナダ北西部 において現在 までに確認 されている最古 の先史文 化 は，

パ レオ極北文化であ る。その年代 は，放射性炭素年代測定に よると，約１１，５００年前か

ら８～７０００年前までの間 である ［ＡＮＤＥＲｓｏＮ　 ｌ９６８，１９８０；ＤｕＭｏＮＤ　 １９７７，１９８０］。
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　アラスカとカナダ北西部でいままでに認められているパレオ極北文化は，文化要素

の特徴にもとついて，二群に分けられる。第一群は，片面加工の大型石刃技法を特徴

とする遺跡群に代表されるもので，細石刃と細石刃核を共伴 しない。第二群は，大型

石刃技法とともに細石刃も共伴する。 この二群のパ レオ極北文化の外に，骨器と人為

的に加工されたと解釈される獣骨に特徴づけられる，一段 と古い先史文化の存在が報

告されているが，明確な石器を欠いている。

（Ａ） 石 器を伴わない遺跡群

　（ａ） オール ド・クロウ盆地 の遺跡群

　１９７０年代 にカナダのユーコ ン準州オール ド・クロウ盆地で は，二つの調査計画 が実

施 された。第一の調査計画 は トロン ト大学 の Ｗ ．Ｎ．アーヴ ィング教授 を中心 とす る調

査 である ［ＩＲｖｌＮＧ　ｌ９７１，１９７８；ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲｉＮＧＴｏＮ　１９７３；ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｌＮＧ

ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　１９８１］。 第二 の調査計画 はカナダ 国立博物館のモーラ ン氏 を中心 とする

一連の調査であ る ［Ｍ ｏ肌 ＡＮ　 １９７８
，１９８０］。

　一連 の調査 の契機にな ったのは， ポキ ュパ イ ン川支流オール ド・ク ロウ川右岸の第

１４－Ｎ 地点 の二次堆積 土の中か ら， 一点の骨器 と人為的 な加工を受 けた と解釈 され る

獣 骨が発見 された ことであ る。獣骨 にはジャイア ン ト・ビーバー， ライオ ンの一種，

マス トドン， マンモス， ウマ， ラクダ科動物，絶滅種 のバ イソ ンなど，現在で はこの

地域 に生 息 して いな い哺乳動物 が含 ま れ て い た ［ＩＲｖＩＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　ｌ９７３；

Ｍ ＯＲＬＡＮ　 １９７８］。 骨器 は現 在 もこの地域 に生息す るカ リブー （トナカイの一種） の

脛骨を加工 した もので， その形態か ら皮 はぎ用の 道具 と み な され た ［ＩＲＶＩＮＧ　ａｎｄ

ＨＡＲＩＮＧＴｏＮ　 ｌ９７３］。

　獣 骨の うちマ ンモスの椀骨に人為 的な加工痕 と解釈 され る痕跡が認め られた。その

痕跡 は骨の組織 がまだ新鮮な ときに削 られてで きた，一種 の剥離面 とみなされ，かな り

の重量のあ る道具 によ り打撃 を うけた ものと考 え られている［ＩＲｖｉＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲｉＮＧＴｏＮ

ｌ９７３］。 これ らの獣骨資料 と骨器の重要性を考 慮 し， 骨 に含まれ る炭素分を試料 とす

る放射性炭素年代の測定がおこな猟 器 の年代は ２７，… ±１８８８（ＧＸ－１６４・），マ

ンモスの骨はそれぞれ ２５，７５・±｝§８１（ＧＸ－１５６８）と２９，１・・±１８８８（ＧＸ－１５６７）とい

う年代 がえ られた。これ らの年代 は，ウィスコ ンシ ン氷河期後半 にすで に人類がベ リン

ジアに渡来 していた ことを示唆す るもの と解釈 され た の で あ る ［ＩＲＶＩＮＧ　ａｎｄ　ＨＡＲ・

ＩＮＧＴｏＮ　　ｌ　９７３；　ＩＲｖｌＮＧ　　ｌ　９７１］。

　 １９７０年代 には，獣骨 に共伴す ると考え られる石器資料 と地質学的資料 の裏付 けとを
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求 める大規模な調査 がオール ド ・クロウ盆地 でおこなわれた。その結果，多数の獣骨

資料 が蓄積 されたが， 明瞭 な石器 は，今までの ところ発見 されていない。

　 この一連の調査で明 らかにされたの は， オール ド・クロウ盆地 の遺物を 出土す る堆

積土 は，二次堆積が多い ことである。１９６０年代 に発見 された骨器 も二次堆積土中 に発

見 された ことは上に触 れておいた。ア ーヴ ィング らは最近 になって，獣骨を多量 に包

含す る一次堆積土を ＯＣＲ－１２地点で確認 し，その一次堆積土 の堆積 時間 をサ ンガモ ン

間氷 期 （第 ３間氷 期）以前の イ リノイ氷 河期 （旧大陸の リス氷河期）と推定 して いる。

これ によりアーヴィ ング らは，人為的 な加工痕を もつ獣骨 は約１５万 年ほどの古 さであ

ると主張 している ［ＪｏＰＬＩＮＧ，　ＩＲｖｌＮＧ　ａｎｄ　ＢＥＥＢＥ　１９８１］。 この古 さは，人類進化 の

上か らいえぱ， クラシ ック ・ネア ンデル タール人類 より古 い年代 に相当 し，先史文化

の編年の上か らいえば，前期旧石 器文 化時代 の末期 にあたる。

　 獣骨 に残 された打撃 の痕跡が，果 して人為的 なものか， 自然営力 によるものかが，

ここで大 きな問題 としてのこる。 もし，人為 的な加工痕 と解釈 されて いる痕跡を もつ

獣骨 が，真に人類の文化活動 の所産であ るな らば，一次堆積土中にある獣骨 は，その

堆積土 と同 じ古 さであ ることには間違 いない。 しか し， もしその痕跡 が自然 の営力 に

よる ものであれば， ヒ トの存在 と何の関係 もない ことになる。

　 モー ランは，獣 骨の埋没状況 を考慮 しなが ら，獣骨 に残 された痕跡 を力学的 な立場

か ら実験 ・分析 した。 と くに， 鈍器 の打撃 によって獣骨 の上に生 ずる剥離面が， 自

然の営力によ って生ず る剥離面 と区別で きるかど うかに研究 の焦点をおいた。その結

果，モー ランは可能性 は認めなが らも，全面的 には区 別で きないとい う結論 に達 した

［ＭＯＲＬＡＮ　１９８０ユ。換、言すれば，オール ド ・クロウ盆地 か らえ られてい る洪積世 の獣

骨 に観察 される痕跡 は， 自然の営力による ものか，人為 的な ものか，現 段階では科学

的 には区別で きない。

　 オール ド・クロウ盆地で得 られた資料は， ウ ィスコンシン氷河期初頭かそれ以前に，

人類 がベ リンジアに到 達 して いた可能 性を示唆 して はいるが，確実な資料 により立証

されているとはいえないのが現状で ある。

　（ｂ）　 トレイル ・ク リー ク洞穴群

　デ ンマーク国立博物館のＨ ・ラルセ ン氏 は１９４９年 と１９５０年 の両年 に， スワー ド半島

北部 にあ る トレイル ・ク リー ク渓谷 で，洞穴遺跡群 の調査 を実施 した。その とき，第

９洞穴 の最下層でバ イソンとウマの獣 骨を発掘 して いる。 これ らの獣骨 には，放 射性

炭素年代の 測定 により， １５，７５０士３５０（Ｋ－１２１０）と １３，０７０士２８０（Ｋ－１３２７）の二つ

５０７



国立民族学博物館研究報告　　８巻２号

の年代 が与え られている ［ＬＡＲＳＥＮ　１９６８］。

　調査者 は， これ らを人類 の存在を示す もの と解釈 して いる ［ＬＡＲＳＥＮ　ｌ９６８］が，こ

れ らの年代 はオ ール ド・ク ロウ盆地の場合 と同 じよ うに， ヒ トの古 さを立証す る具体

的事 実にはな らない。

（Ｂ） 細石器を ともなわない遺跡群

　 （ａ） ギ ャラガー ・フ リント遺跡

　 ギャラガー ・フ リン ト遺跡 は，１９７０年か ら開始 されたア ラスカを縦断す るパ イプ ・

ラインの工事 に先だつ事前調査 の折 に発 見 された遺跡 の一つで，ブル ックス山脈北麓

のサガヴ ァニル ク ト川流域 の氷河性段丘の上に位置 し，１，１－Ａ， 皿の三地点が調査

された ［ＤｌｘｏＮ　１９７１，１９７５］。 この遺跡 は， ブル ックス山脈をおお っていた氷 河 の

末 端に相 当 し， １０，５４０士 １５０（ＳＩ－９７４）の年代 が示すよ うに， ウィスコ ンシ ン氷河期

末 にあたる。

　 出土遺物 のなかで は大型石核 と石刃が特徴的である。特 に大型石核 は，石刃を打 ち

欠いた後，角度を変えなが ら繰 りか え して利用されて いた形跡を示 す。また，石 刃 の

大部分は片面 のみに打撃 を加えて加工 されてお り，両 面加工 の技術 は欠 けている。

　 調査者 は， これ らの特徴 に もとづ き，ギ ャラガー ・フ リン ト遺跡 はウィスコンシン

氷河期最末期 にブル ックス山脈北麓 の氷河末端付近に居住 していた人類が残 した もの

で，その地形 的条件か ら， 何 らかの陸獣狩猟 に適応 していた先史文化 と解釈 して いる

［ＤＩＸＯＮ　１９７５］。

　（ｂ） アナ ングラ ・ブ レイ ド遺 跡

　ア リューシャ ン列 島東部の ウムナク島 の沖合 にあ る小島 ・アナ ングラ島 は，１９３０年

代か らＷ ・Ｓ・ラフ リン氏 を中心 に調査が継続 されてきた ［ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　 ｌ９７５；ＬＡｕＧＨ－

ＬｉＮ　ａｎｄ　ＡＩＧＮＥＲ　 １９６６；ＡＩＧＮＥＲ　 １９７０，１９７８；ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　ａｎｄ　ＭＡＲｓＨ　 １９５４；

Ｍ ｃＣＡＲＴＮＥＹ　ａｎｄ　ＴｕＲＮＥＲ，　Ｉ　Ｉ， １９６６］。 この遺跡を特徴 づけるのは，石刃技法に も

とつ く石器群 であ る。石刃 は円筒形お よび半 円錐形 の石核か ら打 ち欠かれた大型の も

ので，細石刃 は含まれていない。 この石刃 は，二次的 にナ イフ， スクレイパーなどの

道具 に加工 されてい る。その他，調製 された石片や ビュランが多い。 ビュランは石 刃

の長軸 にほぼ直交す るビュラン ・ファセ ッ トを もつ のが特徴的で， トランスヴ ァース

・ビュラ ンとよばれ，その分布域 は北 日本やア ラスカ内陸部を もふ くむ。

　堆積土 は厚 く， ４枚の火 山灰層が認め られている。 そ して，多数 の放射性炭素年代
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に より， 約１０，０００年前か ら約７，０００年前 までの 沖積世初頭 に人類 が居住 した遺跡 と解

されてい る 匹 ＡＵＧＨＬＩＮ　ｌ　９７５］。 アナ ング ラ島 とウムナク島 との間の海 峡の現 在の

海深が約 ５ｍ である ことと， ア リューシャン列島東部 の海水面変化を考慮す るとき，

この遺跡は沖積世初頭の海水面上昇期 に，当時のベー リング海 峡に面す る海岸に立地

し，海の資源 の利用 に関連 して いた と報告 されている ［ＬＡｕＧＨＬＩＮ　ｌ　９７５；ＢＬＡｃＫ　ａｎｄ

ＬＡｕＧ肌 ＩＮ　 １９６６；ＬＡｕＧ肌 ｉＮ　ａｎｄ　Ｗ ｏＬＦ　 ｌ　９７９］。

（Ｃ） 細石刃を ともな う遺跡群

　（ａ） オニオ ン ・ポーテ イジ遺跡

　ア ラスカ北西部を流れるコブ ック川 中流域 の蛇行点に位 置するオニオ ン ・ポーテ ィ

ジ遺跡 は，．深 い堆積 土 と長期の文化発展 を示す多数の文化層 が存在す ることで広 く知

られている。 多数の文化層 のうち， 現在 までに詳 しく報告 されているのは， 最下層

（最古） のアクマク文化のみであ る ［ＡＮＤＥＲｓｏＮ　１９６８，１９７０，１９８０］。

　ア クマク文化 は，層位的には第 ８文化層 （約６２００～６０００年前のパ レオ極北文 化の一

部を なすコブ ック文化）の下位 にあ り，放射性炭素年代 により，９５７０土 １５０Ｂ．　Ｐ．（Ｋ

－１５８３）の年代が与え られている。 この文化の特徴 的要素 は， 大 型石刃 とコアバ イフ

ェイスとよばれ る両面加工の大型石器，お よび細石核，細石刃である。石刃 は調 製 さ

れた石核か ら剥離 され， それを加工 して縦 長のエ ン ド・スクレイパ ーやナイフ型石器

にされてい る。両面加工 の石器 は，形態的 には円盤状 で，縁辺 には両 面か ら調製剥離

が施 されてい る。細石核 は両面加工 の剥片を原 材料 とする くさび型で，細石刃 の剥離

面側か ら再 生調整されてお り， いわゆるヒ ンジ ・フラクチャーをの こす。 この細石核

はア ラスカで はキ ャンパ ス型細石核 とよばれて いる。 このほか， ビュ ランや有溝石 器

（磨研器）も出土 してい る。

　（ｂ）　 トレイル ・ク リーク洞穴群

　すでに，（Ａ）の項 で触 れた トレイル ・ク リークの洞穴群 のなかで，第 ２洞穴 の最下

層か らは，細石刃 とこれを挿入 した と考 え られる側溝を もつ骨製品が発見 されている。

細石 核は共伴 して いないため，他遺跡の出土資料 との比較 は難 しい。 しか し， この文

化層か ら９０７０± １５０Ｂ．　Ｐ．（Ｋ－９８０）とい う年代が得 られてお り，調査者 は第 ２洞穴 の

最下層の資料 は，形態的に も， オニオ ン ・ポーテ イジ遺跡のアクマク文化の細石刃 に

対比で きると考 えて いる 匹 ＡＲＳＥＮ　ｌ　９６８］。
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　（ｃ）　 ドライ ・ク リーク遺 跡

　ア ラスカ山脈北麓のネナナ川 に近 い ドライ ・ク リークとよばれ る澗沢 がある。 ドラ

イ ・ク リーク遺跡 はその左岸に発 達 した氷河性の河岸段丘上 に位置 している。遺跡の

堆積 土 は氷河 に由来す る風性 レス堆積土 とそのなかに認 め られ る古土壌 （旧地表面を

あらわす） に特徴づけ られ る。堆積土 の詳細 な地 質学的研究 はすで に発 表されて いる

［ＴＨｏＲｓｏＮ　ａｎｄ　ＨＡＭＩＬＴｏＮ　ｌ　９７７］が，出土遺物 につ いては略報が公 にされているだ

けであ る ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭＩＬＴｏＮ　１９７８ユ。

　文化層 はレス堆積土 中に ４枚認め られ，第 １文化層 （最下層）が １１，１２０±２５０（ＳＩ－

２８８０），第 ２文化層が １０，６９０±２５０（ＳＩ－１５６１），第 ３文化層が ９３４０± １９５と ８３５５土

１９０の間 にそれぞれ年代づ け られている。第 ４文 化層 は４６７０士９５か ら ３４３０士 ７５の

間にあるので， ここで は考 慮外 にお くこととす る ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭｉＬＴｏＮ　 ｌ９７８］。

　第 １文化層の石器 は，多数の剥片 と石刃状剥片，石核，調製 をほどこ した剥片， ビ

ュラ ン，礫 器，スクレイパーな どに特徴づ け られ る。第 ２文化層 には，１，７００点余 の剥

片，調製を施 した剥片 （６点），石刃状剥片 （３点），石刃 （５点），細石刃 く１１点），

スク レイパ ー （６点 ），チ ョッパー，両面加工石器， くさび型細石核 （２点），たたき

石 などが伴 なう。獣 骨 も多数採取 されてお り，ウマ （Ｅｇｕｕｓ　ｓｐ．）とバ イ ソン （Ｂｉｓｏｎ　ｓｐ．）

の二種が今 まで に同定されて い る。第 ３文化層 の石器 は大多数が剥片で；石刃状剥片

（１点） と石刃 （３点） も含 まれている。

　 これ らの資料 にもとついて， ドライ ・ク リーク遺跡 の先史 文化は石刃技法 と細石刃

に特徴 づけ られ，オニオ ン ・ポーテ イジ遺跡のアクマク文化 に類似 してい ると調査者

は指摘 している ［ＰｏｗＥＲｓ　ａｎｄ　ＨＡＭｉＬＴｏＮ　１９７８］。

　（ｄ）　 ヒー リー湖 のヴィレッジ遺跡

　 ヒー リー湖 はアラスカの タナナ川上流域 に発 達 した浅 い湖沼で ある。ヴ ィレッジ遺

跡 はこの湖畔 で レスを主体 とす る風性堆積土中に確認 されて いる。今 までの ところ，

第一次調査 （１９６７年）に基づ く学位論文 ［ＣｏｏＫ　 １９６９］と若干 の概報が発表 されてい

るだ けであ る ［ＣｏｏＫ　 １９７５；ＣｏｏＫ　ａｎｄ　ＭｃＫＥＮＮＡＮ　 ｌ　９６８，１９７０；ＭｃＫＥＮＮＡＮ

ａｎｄ　ＣｏｏＫ　１９６８］。 ヴ ィレッジ遺跡で は ５枚 の文 化層が 確認 されて いるが ［（】ｏｏＫ：

ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｉ９７３］，その うち最下層のチ ンダ ドゥン ・コンプ レックス

のみを ここで はとりあげる。

　チ ンダ ドゥン ・コ ンプ レ ックスは， 放射性炭素年代 に よ り， １１，０９０士 １７０（ＧＸ－

１３４１＞に位 置づ けられてお り，細石刃技法， ビュランおよび尖頭器 に特徴 づ けられ る
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［ＣｏＯＫ　ｌ９７５］。 この うち，尖頭器 はチ ンダ ドゥン ・ポイン トと命 名 され，両面加工

を施 した薄 い水滴型の形態である。 この他 に両面加工を施 した少数の三角形 の尖頭器

をともな う。 これ らの尖頭器 は基部を薄 くす るため と解釈 され る剥 離痕 を有す る。

細石刃技法 はア ラスカ内陸部で広 く認 め られてい るキャ ンパ ス型細石核 に特徴づ け ら

れる。 また， ビュ ランは ドゥナ リ型 とよばれ るもので ［Ｗ ＥＳＴ　 １９６７］，ア ラスカ内陸

部 に広 く分布す る形態である。

　 ヴィレ ッジ遺 跡の細石刃技法 は ドライ ・ク リー クやオニオ ン ・ポーテイ ジのアクマ

ク文化 の ものに共通するが，尖頭器 は後二者 には共伴 していない。大型石 刃 は， ヴ ィ

レッジ遺跡 では， ほとんど出土 して いな い。チ ンダ ドゥン ・ポイ ン トとよばれ る水滴

型尖頭器 は，今 のところ周辺 には類例がない。押圧剥離 によりポイ ン トを薄 くす る技

法 は北米 のパ レオ ・インデ ィア ン文化の樋 状剥離技法 に対比で きる特徴 ではあるが，

後者ほど明瞭 でない。三角形尖頭器 は，強 いて類例 を求めれば，コスチェ ンキ １遺 跡

の第 ５文 化層 出土 のもの ［ＫＬＥＩＮ　ｌ　９６９：７９］や 南米 のギ タレロ皿コンプ レックスの

例 ［ＬｙＮｃＨ　ａｎｄ　ＫＥＮＮＥＤＹ　 １９７０］，お よび プ トゥ文化 の例 ［ＤｕＭｏＮＤ　 １９８０］に類

似 して いるが， これ らの間の文化的関係 は不 明であ る。

　 （ｅ）　 ドゥナ リ・リッジの遺跡群

　 アラスカ内陸部の ドゥナ リ・リッジの遺跡群 の発掘調査 にもとづきウェス ト［Ｗ ＥＳＴ

１９６７］は ドゥナ リ文化複合 の存在を提唱 し，形態的な比較 によ り，その年代を約１５，０００

年 か ら約１０，０００年前 と考 えた。 この文化複合 は， くさび型細石核，細石刃， ビュラン，

大型の石刃，石刃状剥片，スク レイパー，ナイフなどに特徴 づ けられ る。

　 その後， ウェス トはア ラスカ内陸 のタングル湖地域 の諸遺跡か ら大 型石刃 とそれを

加工 した石器類，両面加工の大型石器を報告 している ［Ｗ ＥＳＴ　 １９７４］。 これ らの大型

石刃 と石器類が ドゥナ リ文化複合の 構成要素 に類似 している 事実 と， １０，１５０士２８０

（ＵＧａ－５７２）とい う放射性炭素 年代 に もとつ いて， ウ ェス トは ドゥナ リ文 化複合 は洪

積世末 ・沖積 世初頭か ら約８，０００年前 まで 継続 した先史文化で あると考 え方を修正 し

ている ［ＷＥＳＴ　 ｌ９７５］。タ ングル湖地域 か らえ られた大型石器 は，形態的 には， オニ

オ ン ・ポーテ イジ遺跡 のアクマ ク文化やギャラガー ・フ リン ト遺跡 出土 の石 器 に類似

してい る。

（ｆ） プ ト ゥ 遺 跡

プ トゥ遺跡は， ブル ックス山脈北麓サガヴ ァニル ク トク川流域 にあ り，すで に触 れ
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たギャ ラガー ・ブ リン Ｆ遺 跡の近辺 に位置する。調査者 はこの遺跡 の第 ２地点 の下層

で，樋状剥離痕 を もつ尖頭器 の破片 （４点），ビュラン，石刃，スク レイパ ー，石核，ナイ

フ型石器 の破片 などを発掘 し，この石 器群 にプ トゥ文化複合 と命 名 した ［ＡＬＥＸＡＮＤＥＲ

１９７４］。 この文化の放射性炭素年代 は ８４５０圭 １３０（Ｗ ＳＵ－３１８）と Ｉｌ，４７０土５００（ＳＩ－

２３８２）の ２点 が得 られてい る ［ＡＬＥｘＡＮＤＥＲ　１９７４；ＤｕＭｏＮＤ　１９８０］。石核，石刃，

ビュラ ンなどは， ドゥナ リ文 化複合の要素に類似 して いる。尖 頭器の形態 は極めて特

徴 的で， とくに樋状剥離痕のある尖頭器 は， 破片 とはいえ， パ レオ ・インデ ィア ン

文化の フォル サム型尖頭器， クローヴィス型尖 頭器 に類似 して いる。放射性炭素 年代

か ら判断す ると，パ レオ ・インディア ン文化 とほぼ同時期であ るが，今 のところ，両

者間の 文化的関連を論ず るには 資料不足で ある。 また， プ トゥ遣跡 の三角形尖頭器

は，形態的には， ヒー リー湖 のチ ンダ ドゥン ・ポイ ン トの三角形尖 頭器に類似 して い

る。

　（ｇ）　 ウガ シ ック ・ナ ロウ文化

　 ドン ・Ｅ ・デュモ ン氏を中心 とす るオ レゴ ン大学 の調査団 は，すでに十数年 にわた

って アラスカ半島北部 の カ トマイ地区で 発掘調査を 継続 している ［ＤＵＭＯＮＤ　１９７１，

１９７７］。 この長期の調査 で明 らか にされたのが ウガ シック ・ナロウ文化であ る。 これ

は， くさび型細石器 （細石刃 と細石核）， ビュラン，木葉型両面加工の石器， コア ・

バ イフェィスなどに特徴づ け られ，８４２５土１１５Ｂ、　Ｐ．（ＳＩ－２６４１）と ８９９５±２９５　Ｂ．　Ｐ．

（ＳＬ２４９２）が得 られている。 この文化要素 はオニオ ン ・ポーテ イジ遺跡のアクマク文

化 をは じめ とす る諸遺跡 に共通す る要素 とみな して よい。

　以上のように， パレオ極北文化は，大型石刃技法に特徴づけられる遺跡群 （Ｂ）と

大型石刃技法および細石刃技法に特徴づけられる諸遺跡 （Ｃ）に代表されている。

　大型石刃技法に特徴づけられる遺跡群 （Ｂ）と大型石刃技法および細石刃技法に特徴

づけられる遺跡群 （Ｃ）の地理的分布は重複 している。従って，両遺跡群の間に地理的

分布の違いを見出すことはできない。また，各遺跡の簡単な紹介の中で触れたように，

両群の遺跡は放射性炭素年代測定によりほぼ約１１，５００年前から８０００年前までに年代づ

けられており，両者の間に時間的な差異を見出すことも困難である。

　両遺跡群の違いの要因を地理的，時間的次元に求められないとすれば，第三の要因

は，各遺跡でおこなわれていたはずの文化活動の違いに求められるかもしれない。し

かし，古環境を示す諸資料，とくに古生物学的資料がほとんどの遺跡で欠如 している
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現状を考慮するとき，この違いを文化活動の相違と結論づけることも今のところ困難

である。

　上部洪積世に年代づけられ，人為的な加工の痕跡が認められると解釈されているオ

ール ド・クロウ盆地 とトレイル ・クリーク第 ９洞穴の獣骨は，人の居住の痕跡である

可能性は示 している。 しかし，その痕跡が人為的，意図的な加工によるものか，自然

の営力によるものかを科学的に判断できない現状では，今のところ受け入れられない。

　以上のことにもとついて，現知見でいいうることは，パレオ極北文化は，ベ リンジ

アにおいて洪積世末期の約１１，５００年前か ら沖積世初頭の約８０００年前までにかけて展開

していた文化である。そして，この文化は，同時期の北米南西部や大平原地方のパレ

オ ・インディアン文化と異なるばかりでなく，それ自体 も決 して一様ではないことを

示 している。

Ｖ ． ま と め

　新大陸文化の起源に密接な関連を持つパレオ極北文化の諸問題を検討するために，

古環境，パ レオ ・インディアン文化に先行する先史文化の存在などについて触れてき

た。文化内容，地質年代上の位置と共伴する動植物相，放射性炭素年代などの諸条件

を考慮するとき，現時点で認めうる新大陸最古の文化はメドウクロフト岩蔭遺跡の出

土遺物などに代表 される先史文化で，これを仮に 「先パ レオ ・インディアン文化」と

呼んでおいた。これは時期的には約２０，０００年前以降のウィスコンシン氷河期末期の文

化である。

　メドウクロフト岩蔭遺跡の出土遺物は，第 ３章で触れたように，石刃技法と尖頭器

に特徴づけられる。石刃技法は旧大陸の後期旧石器文化の重要な構成要素である。 こ

のことは旧大陸の後期旧石器文化と新大陸最古の石器文化とは関連があったことを示

し，シベリアの旧石器文化，なかでもデュクタイ文化との関連を考慮する必要がある

［ＡＮＤＥＲＳＯＮ　ｌ９８０］。さらに，「先パレオ ・インディアン文化」の地方的，地域的な発

展の結果がパレオ ・インディアン文化であると解釈できる。

　アラスカ，カナダ北西部においては， この時期に位置づけられる先史文化は，現在

のところ確認されていない。アラスカを含むベリンジア新大陸への入 ロに位置するに

もかかわらず，そこで約２０，０００年前から１４，０００年前の先史文化が発見されない理由の

一つは，広大な北方針葉樹林地帯 という自然環境のためとも解される。この時期の遺

跡の探索は今後の重要な課題としてのこっている。
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　約２０，ＱＯＯ年前から１４，０００年前の期間の自然環境は，氷河 ・氷床の発達とそれに伴な

う海水準低下現象により，現在のそれとかなり異なっていた。ベーリング海峡付近は

広大な陸地と化 し，現在のシベ リアと新大陸とは陸続きであった。その山岳部は氷河

・氷床におおわれていた。しかし，現在のユーコン川流域を含む低地にはステップ状

ツンドラが広がり，北方針葉樹林の分布域はごく狭い範囲に限られていたと解釈され

る。新旧両大陸が陸続きであり，ベリンジア周辺がステ ップ状ツンドラに広 くおおわ

れていた乙とは，新大陸への人の移動に重要な意味をもっていた。それは，ユーラシ

ア北部のツンドラに進出した人類の祖先は生業活動を本質的に変えることな く，自由

に渡来できたことを意味するか らである。

　 ウィスコンシン氷河期の最寒期の後，気候は温暖化し，海水準は上昇 し，植生分布

にも変化がおこりはじめた。約１４，０００年前ごろか らステップ状ツンドラが後退 し，北

方針葉樹林が拡大 しはじめた。この変化にともない，草食性動物の生息地域が減少 し

たと解釈される。北米各地にパレオ ・インデ ィアン文化が発展 し，アラスカで もパ レ

オ極北文化が認め られるのはこの時期のことである。これら二つの文化の文化内容に

差異が認められることはすでに指摘 した通りである。 しか し，パ レオ極北文化の資料

は現在のところ乏 しく，資料の増加が強 く望まれる。

　約１０，０００年前にはじまる沖積世の初頭には，氷河 ・氷床は後退 し，海水準もほぼ現

在のそれに近 くなった。カナダ北部やカナダ東部の北極海沿岸地方は，この時期 にな

ってはじめて氷河 ・氷床の影響か ら免れ，人が利用 しうる潜在的居住空間となった。

アラスカとカナダ北西部では，上部洪積世末から続 くパレオ極北文化が展開 していた。

　以上，パ レオ極北文化のもつ意味を考えるために古環境を含む最近の研究成果を概

観 してきた。この作業においては，第 １章で触れた二つの作業仮説を常に念頭におい

てきた。第一の作業仮説は，最近まで新大陸最古とみなされてきたパ レオ ・インディ

アン文化の特徴はベ リンジアを経由して新大陸にもたらされたとする考え方である。

これによると，パ レオ ・インディァン文化とほぼ同質，同時期の先史文化がベ リンジ

アにも存在していたはずで，その先史文化は今のところ未発見ということになる。第

二の作業仮説は新大陸への人類の渡来は， これまで一致 して受け入れ られていたのよ

りもさらに古い時期におこったことで，パ レオ ・インディアン文化 もパレオ極北文化

も，その古い時期の先史文化から独自の発展を遂げたものであろうとする考え方であ

る。これによると，両文化の間に差異が存在しても問題はない。

　 上に触れてきた研究成果にもとつくとき，第二の作業仮説が新大陸への人類の渡来

の時期に関する諸資料をより適切に説明 していると思 う。換言すれば，メドゥクロフ
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ト岩蔭遺跡な どの資料が 示 すよ うに， 人類の 新大陸への 渡来 は上部洪積 世末 期 （約

２０，０００年前以 降） におこ った ことであ り，従来 のパ レオ ・インデ ィア ン文化を最古 と

みなす見解 ［ＭＡＲＴＩＮ　ｌ９７３；ＨＡｙＮＥｓ　 ｌ　９６４，１９６７，１９８０］は修 正 されねばな らな

い と考 える。

　最後に，古 環境 に関連 して くりか え して おきたい ことは， ウィスコンシン氷河期最

寒期 に，北 方針葉樹林がベ リンジア周辺 にはほとんど存在せず，ユ ーラシア北部 やア

ラスカ内陸 に も細長 く，断続的に存在 して いた にすぎない ことを示す資料が存在す る

ことであ る ［ＨｏＰＫＩＮｓ　 ｌ９７９；ＦＲＥＮｚＥＬ　 ｌ９６８］。 北方針葉樹林 の分布域 が現在 のそ

れ に比較 して狭 か った とすれば，人類 の祖先 は寒 さに適応 する技術を ひとたび身 につ

ければ，森林環境 に対処す る必要 もな く寒冷地 に進出できたことにな る。ユー ラシア

北部か らア ラスカ，カナダ北西部 まで広が って いたステ ップ状 ッ ンドラは， 寒冷地 ・

ツン ドラ地帯 に適応 した人類に とっては，均質 な居住空間 であ ったと考え られ る。新

大陸への人類 の渡来 と新大 陸文 化の起源 とは， この人 類の寒 さへ の適応 と寒冷地へ の

居住空間の拡大 の問題 と必然的に関連 して いる。
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